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 先日、 ウチの娘が鼻歌を歌いながらこちらに寄ってきまして、 フンフンフーンと言いながら

来て、 「今の（鼻歌の）ヤツ、 曲を流して」 って言うもんですから、 「誰の何ていう曲なの？」

って聞いたら、 「知らん」って言うんですよね。 

 

いや、 最近の曲をろくに知らんこのおっさんがですね、 そのフンフンフンという数秒の鼻歌

で何が分かるの？ という風に思ったんですけども、 とりあえずなんとかやってみようというこ

とで、 AI に「こんなこと言ってるけどどうしたらいいの？」と聞いたんです。 

 

そうするとやっぱり、「いい質問ですね」 って答えてくれるんですね。 最近、褒められることが

ないもので、「いい質問ですね」って言われると、ちょっと照れますよね。 すごく嬉しい気持ち

になります。 

 

で、その後、「グーグル検索で鼻歌検索っていうのがあるので、それを使ってみたらどうですか」

という回答がありました。 実は、このグーグル検索の鼻歌検索っていうのは、2020 年くらい

からあったんですね、5 年くらい前からですね。 私は知りませんでした。 

 

その鼻歌検索のボタンを押して、 娘にもう 1 回フンフンフンってやってみてって言って、 数秒

フンフンフンをやったら、予想される曲の候補が出てきました。 で、その候補曲リストの筆頭

にあった曲を流してみると、ビンゴだったんですね。 フンフンフンが実はその曲だったというこ

とで、 非常に助かったということでございます。 AI に救われたということですね。 

 

振り返ってみると、この 2025 年っていうのは、トランプ大統領 2 回目の就任だったり、それ

から大阪関西万博っていうのがあったり、というのは元々分かっていたことですけど、それに加

えて、高市総理大臣が誕生したりという、歴史的に見たら、教科書に載ることばっかりです、今

年の出来事は。  

 

そういう意味では、すごいインパクトはあるんですけども、 その一方で、 生活面で見た時に、

AI との会話が始まった、AI との会話が増えたっていう年でもあったかなという風に思うんで

すよね。 

 

私も今まで AI なんて使ったこともなかったんですけど、 この 2025 年に会話を始めました。

という意味では、個人と AI というところではすごく距離が縮まった、グッと縮まったっていう年

だったなということでございます。 

 

では、会社と AI、仕事と AI ってどうなんだろうっていうことにやはりなってくるんですよね。 

これは実際、仕事と AI という部分で出始めています。 特に、通関現場では、AI を使って税

番の候補がポンポンポンと出てきたりっていうような状態になっていきつつあって、他社で聞

いてみたらやはりそんな状況になっているようです。 



 

そうすると、物流全体で見た時に、これから AI とどう向き合っていくのかなっていうところに関

しては、当社としても、 おそらく来年のうちには動きは必ず出てくるだろうなと、本格化してい

くんだろうなという風には思っています。 

 

そういう意味で、 デジタル人材を増やしていって、そこに対応していくっていうのが急務かな

と思います。 

 

当社はデジタル人材が既に 3 名おられますけども、そこにですね、4 名 5 名と来年は増えて

いくようにしていきたいと思います。 

 

以上 
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